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〈Abstract〉
　In ‘NP1 + take + NP2’ construction, NP2 is typically a physical object to be taken by someone. 
This feature is metaphorically mapped to ‘time’ , generating ‘someone + take + time’ 




「名詞（句）+ take + 時間」表現における 
「時間」の特徴について







　Norvig and Lakoff（1987）においては、下記（1a-b）の例文におけるように、take の中心
的な意味を take-1 とし、この意味は grab にほぼ等しいとみなしている。
　　（1）a. The baby took the toy from its mother.
　　　　b. The baby took the toy from the table.
― Norvig and Lakoff（1987: 199）（下線筆者）
そして、上記（1a-b）には、下記（2）の特徴が現れていると述べている。
　　（2）…the agent is restricted to be a human….  In the typical case, the agent uses his 
hand as the instrument of movement by extending his arm, and the patient is a 




― Norvig and Lakoff（1987: 199）（下線・和訳筆者）
上記（2）でも指摘されているように、take の目的語の典型的な指示物は、手に取ることが
出来るような物理物である。このことは、下記（3）においても反映される。
　　（3）take a glance at
― Norvig and Lakoff（1987: 204）（下線筆者）
上記（3）は、上記（1a-b）に下記（4）が作用して生じた例であるとされる。
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　　（4）THE METAPHOR THAT PERCEIVING IS RECEIVING
　　　　（知覚することは受け取ることである、というメタファー）
― Norvig and Lakoff（1987: 204）（和訳筆者）
さらに、上記（4）に従い、下記（5）に示されるような説明がなされる。
　　（5）…this sense is linked to take-1, where the default patient is a small physical object. 
Under the metaphorical mapping, the size of the physical object is mapped onto 












　　（1）He took two years to write the novel.
　　　　（彼はその小説を書くのに 2 年を要した。）






　　（2）Concepts of time lose contact with the subjective experience of “becoming later” 
and are objectified as counted QUANTITIES, especially as lengths, made up of 
units as a length can be visibly marked off into inches.  A ‘length of time’ is 



























Ryker：Just get Starrett in here.  It wouldn’t take much to bait him.
（スターレットをこの酒場に来させるだけでいいんだ。餌をまいて奴を罠に
かけるのに大した手間はかからないだろう。）




上記（4）では、much の後に time が省略されているとも考えられるが、trouble（手間や苦
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労）が省略されているとも取れることから、ある行為（手間や苦労）と時間とが未分離な状





　　（1）The work took a long time to complete.
　　　　（その仕事を完成するのに長いことかかった）




（2a-c）は、time が省略され、take が long と直接共起する事例である。
　　（2）a. 〈状況〉：牛を連れて行く途中、大雨で渡河が急がれる最中に燃料用のまきを探し
に行っていた助手がようやく戻って来る。














Jesse：I can’t , Zee.  I’d go crazy in prison….  Zee, you said you’d wait.
（自首はできないよ、ジー。刑務所に入ったら気がおかしくなると思う…。
ジー、待っていてくれると言ってくれたね。）









　　（1）a. Put aside some time for ping pong.
　　　　　（ピンポンの時間を取っておきなさい。）
　　　　b. Do you have much time left?
　　　　　（多くの時間が残っていますか。）
　　　　c. I don’t have the time to give you.
　　　　　（あなたにあげる時間はない。）
　　　　d. He’s living on borrowed time.
　　　　　（借りた時間で彼は生活している。）
　　　　e. You don’t use your time profitably.
　　　　　（君は時間を有効に使っていない。）
　　　　f. I lost a lot of time when I got sick.
　　　　　（病気になったとき私は多くの時間をなくした。）






　　（2）Time in our culture is a valuable commodity.  It is a limited resource that we use 
to accomplish our goals.  Because of the way that the concept of work has 
developed in modern Western culture, where work is typically associated with 
the time it takes and time is precisely quantified, it has become customary to pay 
people by the hour, week, or year.
（我々の文化において時間は価値のある品物である。時間は目標を達成するために
我々が使う限られた資源である。労働は典型的にそれにかかる時間と結びつけられ



















上記（3）では your time のように時間が所有物とみなされている。時間が自分の所有物で
あればその使い方は自分の自由である。したがって take your time は「自分が所有する時
間を取る」から「ゆっくりやる」という和訳が生じる。
5．主語 + TAKE + NP1 ［間接目的語（人）］ + NP2 ［直接目的語（時間）］ 構文




Will：I got business up the road a piece.  ［It will］ Take me about an hour. 









Mat：This will take us the rest of the day and part of the night. Why not cross 





　　（2）It will take me about an hour.
その構造は下記（3）となる。
　　（3）主語 + TAKE + NP1 ［間接目的語（人）］ + NP2 ［直接目的語（時間）］ 
上記（3）の解釈は、主語の指示物が NP2 を「摑み取る」となる。意味の上から、間接目的
語である NP1 を省略することは可能であるが直接目的語である NP2 を省略することは不可
能である。このことは下記（4b-c）に表示される通りである。
　　（4）a. It will take me about an hour. （=（2））
　　　　b. It will take about an hour.
　　　　c. *It will take me.
上記（4b-c）のような目的語の省略は、下記（5b-c）に示されるように、授与動詞につい
て広く適用される。
　　（5）a. Taro gave Hanako an English book.
　　　　b. Taro gave an English book.
　　　　c. *Taro gave Hanako.
　上記（5a）は、下記（6）のように形を変えることが可能である。
　　（6）Taro gave an English book to Hanako.
「移動」概念に内包される「出発点」と「到達点」からすると、上記（6）と同様に上記（2）
は下記（7）のように形を変えることが可能である。
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　　（7）It will take about an hour from me.
上記（7）のように、「出発点」表示前置詞である from を想定すれば、上記 1．（1a-b）（下
記（8a-b）として再掲）と一貫した説明ができる。
　　（8）a. The baby took the toy from its mother.
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